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は じ め に 

 

平成 20年度から当センターで後継者育成支援事業を始めて本年で 7年目を迎え、これまで

数多くの方々に生活衛生営業の魅力について紹介して参りました。 

生活衛生営業は、他の業種以上に後継者不足の問題が深刻で、人手不足の問題も相まって

業界全体は非常に厳しい状況にあります。 

そうした状況を将来に向かって少しでも改善していこうと、本事業では生衛業の魅力を伝

え、理解を深め、将来的に生衛業に従事しようと志す人材を確保することを目的に実施して

参りました。 

本年度は「出前授業」を中心に開催し、業界を代表する職人を講師に迎え、多くの中学生

に生活衛生営業者の卓越した技やすばらしさを伝えることができました。さらにその様子は、

テレビのニュース番組や新聞紙面にも掲載され、広く一般の方々にも生衛業の魅力を伝え、

理解を深めることができたのではないかと自負しております。 

ここに、これまで各地で開催しました内容を本報告書にとりまとめ致しましたので、お目

通しいただければ幸いでございます。 

終わりに、本事業開催にご協力いただきました後継者育成支援協議会の各委員の皆様をは

じめ、生活衛生同業組合及び講師の皆様、また開催にご尽力いただきました各学校関係者の

皆様及び京都府、京都市の皆様方に心より深く感謝申し上げます。 

 

平成 27年 2月 

 

 

公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 

代表理事  山 岡  景 一 郎 
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Ⅰ 平成２６年度後継者育成支援事業の概要  

Ⅰ－１ 後継者育成支援事業  目的 

 

 本事業は、若年者へ生活衛生関係営業の魅力を伝え、理解を深めるとともに、将来的に生

衛業に従事したいとする職業観の向上と就業意欲を促し、次代を担う後継者育成につなげて

いくことを目的に実施する。 

 

Ⅰ―２ 後継者育成支援事業  協議会名簿 

     

  氏 名 所 属 団 体 

学識者委員 

山岡景一郎（委員長） 平 安 女 学 院 大 学 学  長 

村山 芳登 
公益財団法人京都産業 21 
京都ものづくり雇用プロジェクト推進センター  センター長 

業 界 委 員 

福田 秋朝 京都府理容生活衛生同業組合 理 事 長 

奥田 英一 京都府美容業生活衛生同業組合 理 事 長 

田村 常介 京都府クリーニング生活衛生同業組合 理 事 長 

三嶋 吉晴 京都府麺類飲食業生活衛生同業組合 理 事 長 

宇治田脩盂 京都府寿司生活衛生同業組合 理 事 長 

矢野 義雄 京都府中華料理生活衛生同業組合 理  事 

園部 平八 京都府料理生活衛生同業組合 副理事長 

行 政 委 員 

森田 朗 京都府健康福祉部生活衛生課 課  長 

池上 祐司 
京都市教育委員会 京都まなびの街 
生き方探求館  企画推進室 副 室 長 

特 別 委 員 伊井 光晴 公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター  専務理事 

 

Ⅰ－３ 後継者育成支援事業  協議会日程 

 

開 催 日 開 催 場 所 会 議 内 容 

平成 26年 6月 11日（水） 京都ガーデンパレス 具体的な実施計画の策定 

平成 27年 1月 29日（木） 京都ガーデンパレス 実施事業結果評価・総括 
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Ⅱ 平成２６年度後継者育成支援事業の実施報告 

 

出 前 授 業 

 

 実 施 日 学 校 名 業 種 参加人数 

① 平成 26年 6月 2日 京都市立 高 雄 中学校 クリーニング 49名 

② 平成 26年 6月 18日 京都市立 加茂川中学校 寿  司 168名 

③ 平成 26年 6月 23日 京都市立 藤 森 中学校 美  容 289名 

④ 平成 26年 7月 4日 京都市立 太 秦 中学校 料  理 228名 

⑤ 平成 26年 10月 31日 京都市立 深 草 中学校 麺  類 136名 

  

 

創 業 セ ミ ナ － 

 

  本年度は実施しておりません。 
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第 1回京都市立高雄中学校（京都市右京区梅ヶ畑奥殿町 36） 

 

日    時 平成 26年 6月 2日（月）14:20～15:10 

業    種 クリーニング 

講    師 京都府クリーニング生活衛生同業組合  

清水 幹央 氏、十二里 大平 氏、土野 正樹 氏 

参 加 人 数 49名（全校生徒） 

内    容  洗濯機やアイロンが各家庭にあるのに、どうしてクリーニング店を利用する

必要があるのか。その理由について、「家庭では真似できないクリーニング店

独自の洗い方『ドライクリーニング』にあります。」と講師より説明された。

クリーニング店ではドライクリーニングの際に、通常普通の水を使用しない。

石油から精製されたドライクリーニング用の溶剤を一般的に使用する。石油は

普通の水に比べ分子が大きいため衣類の繊維の奥まで入りきらない。つまり、

衣類を傷めずにクリーニングすることが可能となるのである。 

 クリーニングに関する説明の後、プロのクリーニング師によるアイロンがけ

の実演が実施された。しわしわになっていたカッターシャツがきれいにアイロ

ンがけされていく様子を見て、生徒達から拍手と歓声が沸き上がった。 
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第 2回京都市立加茂川中学校（京都市北区紫上長目町 5） 

 

日    時 平成 26年 6月 18日（水）13:20～14:30 

業    種 寿 司 

講    師 京都府寿司生活衛生同業組合  

花登 一彦 氏、下口 真樹 氏 

参 加 人 数 168名（2年生） 

内    容 「なぜ寿司職人になったんですか?」「寿司職人になっていいことはありました

か?」「芸能人がお店に来たことはありますか?」「お店の跡継ぎは?」「月収は?」

「お寿司のネタで扱いにくいのは何ですか?」などなど生徒から次々に講師へ

質問が投げかけられ、講師は一つ一つ丁寧に答えていた。 

 今回は実演でできたお寿司を試食。美味しそうに食べる生徒達の姿と笑顔が

とても印象的であった。回転寿司しか行ったことがない生徒もいる中、全国技

術連合会の「寿司調理マイスター」に認定されているプロの寿司職人の実演に、

生徒達は興味津々といった感じで見入っているようだった。 

 当日は関西テレビの取材があり、その日の夕方の「スーパーニュースアンカ

ー」という番組で約 80秒間、出前授業の様子が放送された。 
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第 3回京都市立藤森中学校（京都市伏見区深草池ノ内町 55） 

 

日    時 平成 26年 6月 23日（月）13:15～14:50 

業    種 美 容 

講    師 京都府美容業生活衛生同業組合  

若林 由佳 氏、村上 あかり 氏、松本 貴博 氏、大嶋 夏実 氏 

参 加 人 数 289名（2年生） 

内    容  司会の方より 4名の受賞歴等プロフィールを紹介していただいた後、講師各

自から中学生の頃の思い出や美容師になった理由を説明。その後、4 名の講師

が分散して学校の先生方をモデルに美容の実演が披露された。 

 講師は実演をしながらも、美容師であることのすばらしさや大変さ、仕事を

することの充実感や達成感について話していただいた。生徒も自分たちと年齢

が近くて若い講師に、親近感をもって真剣に聞き入っているようだった。 

 また今回は生徒に美容師を体験する時間が設けられた。講師に指導されなが

ら、ウイッグにやや緊張した面持ちで慎重にはさみを入れていく姿がとても印

象的であった。その後は徐々に緊張もほぐれ、講師に近づいて実演を楽しんで

いるようだった。そして最後に、整列し美容師の仕事について講義がなされた。 
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第 4回京都市立太秦中学校（京都市右京区太秦多薮町 14-144） 

 

日    時 平成 26年 7月 4日（金）14:15～15:05 

業    種 料 理 

講    師 京都府料理生活衛生同業組合  

園部 平八 氏、堀場 弘之 氏、栗栖 正博 氏、高見 浩 氏 

参 加 人 数 228名（2年生） 

内    容  和食（料理）の基本ともいえる出汁を試飲し、和食の原点を生徒に理解して

もらおうと「出汁の飲み比べ」が実施された。講師はいずれも老舗料亭のご主

人。各お店の自慢の出汁が生徒達に振る舞われた。 

４つのグループにわかれて、まずは昆布だけの出汁、次に昆布出汁とかつお

出汁のあわせ出汁、最後に淡口醤油や塩を少し加えた「お吸い物」を試飲した。

少しずつ変化していく出汁の味に生徒達も興味深く味わっていた。 

 ファーストフードやインスタント食品に慣れてしまった現代の中学生に、和

食の原点である出汁を味うことで、味の奥深さを実感してもらうことができた

のではないかと思われる。当日は京都新聞の記者が取材に訪れ、翌日の 7 月 5

日（土）朝刊の市民版にその様子が掲載された。 
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第 5回京都市立深草中学校（京都市伏見区深草西伊達町 1-4） 

 

日    時 平成 26年 10月 31日（金）13:00～13:45 

業    種 麺 類 

講    師 京都府麺類飲食業生活衛生同業組合  

堀部 和宏 氏、河村 浩也 氏 

参 加 人 数 136名（2年生） 

内    容  実演時間は約 20 分。短時間の間に新鮮なそば粉がねられ、固められ、そし

て徐々に引き伸ばされ、束ねられ、そして包丁でテンポ良く切られていく様子

が生徒達に披露された。講師は実演をしながらも同時に各行程のポイントを解

説し、初めて手打ちそばの実演を見学する生徒にも非常にわかりやすい説明に

努めていた。また、手打ちそばが出来上がる頃には、そのすばらしさに感心し

た多くの生徒達から、自然と拍手と歓声が沸き上がった。 

 実演終了後は、講師自らのそば職人としてこれまでの苦労や経験が語られ

た。上下関係の厳しさ、修行や仕事の大変さ、つらさがある一方で、応援して

くれるお客さんや楽しみ、やりがいを見つけることのすばらしさを生徒達に伝

えていた。当日は京都新聞の取材があり、翌日の朝刊市民版に掲載された。 
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出前授業の中学生の感想文抜粋 

 

京都市立高雄中学校（クリーニング組合出前授業） 

 

・家にあるアイロンと違って、重たいしスイッチとかも違う。洗濯機とかもめっちゃ大きいし、

クリーニング屋さんは、クリーニング師の試験でいろいろな技術を身につけなあかんし、大変

だなと思いました。また、ただ洗濯機で洗ってアイロンをかけるだけじゃなく、お客さんのこ

とを考えてしているのだなと思いました。 

 

・実演を見て、少しおもしろそうに見えた。あの少ない道具と手の感覚で、あんなにきれいにで

きるのはすごく驚いた。いつもアイロンがけなどをするときは詳しいことは考えていないけど、

今日の実演を見て知ったこと、わかったことを次のアイロンがけで活かし、きれいで「ピシッ」

とした服を着たい。普段は気にしないけど、「アイロンがけ」や「洗濯」などへの意識が変わっ

た。 

 

・クリーニング店は、一般の家庭と異なった「アイロン」を使っていることを知りました。その

アイロンはとても重たそうでした。クリーニング師という国家資格があるのにも驚きました。

クリーニング屋を始めようと思ったら、すぐできるものだと思っていました。アイロンのかけ

方もちゃんと手順があり、大変だと思いました。アイロンの温度も手で測るのには驚かされま

した。火傷をしないのか不思議です。 

 

・感じたことは、あまり自分できれいに洗えない服とかでも、クリーニング店に持って行ったら

すごくきれいに洗ってもらえます。クリーニング店の人は試験を受け合格してやってらっしゃ

るので、やり方や内容が少し難しかったりしたけど、ドライクリーニングは水を使わないとか、

家のアイロンと店のアイロンとは重さが違うとか、いろいろと知らないことを知れてよかった

です。疑問に思ったことは、あれだけの熱を持っているのに、どうしてＹシャツは焦げたり、

溶けたりしないのかということです。家で使うアイロンはそこまで熱は上がらないけど、クリ

ーニング店のアイロンは熱がすごく高いので、それが少しだけ疑問に思いました。 

 

・服一つでも、アイロンの温度やアイロンのかけ方があることがわかった。新品よりもきれいに

出来ることはすごいと思った。人にお礼を言ってもらえることが、仕事のやりがいになるよう

な仕事についてみたいと思った。 

 

・アイロンはあんなに丁寧にするとは思っていなかった。思ったよりアイロンは重く、カッター

シャツもつるつるになっていたので、見ていて気持ちが良かった。 
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京都市立加茂川中学校（寿司組合出前授業） 

 

・巻き寿司を作るとき、すだれの小さい版みたいな物で巻く早さに驚きました。早いのに、きれ

いに巻けていることにとても感心しました。私は鉄火巻きを食べましたが、赤身がとろとろで

ご飯とあっていて、とても美味しかったです。 

 質疑応答で、「寿司はいくらぐらいしますか」と問うと、「一巻千円ぐらいです。セットで 7 千

円ほどのものもあります。」という答えにびっくりしました。プロのつくる寿司はとても値打ち

が高いのだなと思いました。 

 職人の方には気難しそうなイメージがありましたが、とてもいい方でした。話をしているとき

はほんわかで、いざ作るときには目つきが変わっていました。職人さんは、長い修行を経て腕

をみがいていったとおっしゃっていました。だから私も、自分が本当にやりたい仕事を見つけ

たときは一生懸命にがんばりたいです。 

 

・回転寿司などは食べに行ったりすることがよくあるけれど、目の前で作ってもらって食べると

いうのは、今までしたことがなかった。実際に作っておられるのを見ていると、とても手際が

良く慣れた手つきだったので、何年もやっているとこんなに上手になるんだなと改めて感じた。 

 職人の方への質問で、「他にしてみたいと思っていた職業はあるか」というものに、「実は最初

は漁師やバーテンダーになりたかった」と言っていたのを聞いて驚いた。いろんな仕事をやっ

ていくうちに、自分に一番合うものが見つかっていくのかもしれないと思った。 

 寿司職人というのは、あまり身近な職業ではないけれど、今日の授業を通して、どんな仕事で

もやっていくうちに、自分の生活の一部として馴染んでいくのだと分かった。職人の方が自分

にとって寿司とは、「生活の一部、人生だ」と言っておられたので、そこまでやり続けられるこ

とはすごいなと思ったし、一つのことをやり続けていけば、学べることがたくさんあると思う

から、自分もそんな仕事につきたいと思った。 

 

・下口さんから、いろんなお話を聞いたうえでの鉄火巻きはとてもおいしかったです。きっと寿

司職人だけでなくいろんな職人さんが、「お客様を満足させる」ということを考えているのだと

わかりました。どんな職業でも、その達成感やうれしさが自分の仕事としてやりがいがあるの

だと思います。私は将来、寿司職人になろうとはまだ考えていません。でも、たくさんの苦労

を積み重ねてきたからこそ、あんなきれいで美味しそうな飾り寿司が作れるのだと思います。

私も将来、お客様に対する下口さんのような「真心」をもって仕事をしたいです。 
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京都市立藤森中学校（美容組合出前授業） 

 

・すごく楽しくて、早くやりたくてソワソワしていました。最後の「ヘアアレンジ」では、美容

師さんの女の人に「すごく上手だね」って言われて、とてもうれしかったです。今日のたった

一日だけで、私の将来の夢の候補が一つ増えました。それより今すごく思っているのは、「美容

師さんになってみたい！」です。すごく、すごく楽しかったです。実際「美容・理容」系の仕

事にはつきたいと思っています。アレンジのコテの使い方もいっぱい教えてもらえて勉強にな

りました。ヘアゴムの使い方も、ハサミの使い方も、教えてもらえてうれしかったです。私は

髪の毛をイジルのが大好きで、カットするのもアレンジするのも好きですし、これからはもっ

ともっと色々なアレンジに挑戦して器用になって、もっと皆に褒めてもらいたいです。 

 

・今日の講演会を受けて、美容師という仕事についてよく分かりました。小さい頃から美容師さ

んに髪を切ってもらっていたけど、美容師というのは髪を切るヘアスタイリスト以外にも、メ

イクをする人や結婚式、ファッションショーの時にも活躍していることが分かった。美容師さ

んのコンテストやコンクールがあるというのにも気づきました。これを通して、仕事は自分の

ためや生活を支えるためにするものであるけど、社会を支え、色々な人に役立つような、喜ん

でもらうような仕事でもあるというのが、直接美容師さんから聞いてよくわかりました。なの

で、私も色々な人に喜んでもらえるような仕事をしたいと思いました。 

 

・今日 4 名の美容師さんが来られて、カットやアレンジをされているのを見て、すごくかっこい

いなと思いました。私は将来、美容師になりたいと思っていたので、すごく良い機会になった

と思いました。でも、見た目は簡単そうでも、アレンジの体験をしてみると、とても難しかっ

たので大変だと思いました。でも前で喋っておられたように、人を美しくできるとても良い仕

事だと聞いて、私は将来なりたいという想いが高まりました。これからは美容師になれるよう

に、ちゃんと勉強して専門学校に入れるように頑張りたいと思いました。 

 

・私は美容師になろうかと考えたことがあります。でもそれは楽しそうだからとか、自分でヘア

メイクなどができたらいいだろうなと思い考えているだけで、今日来てくださった美容師さん

のように、人に「ありがとう」と言ってもらえるのが嬉しいからという考えはありませんでし

た。だから、自分の将来のためだけでなく、お客さんのために働こうと思います。そして、将

来自分が働くようになったときに活かそうと思います。 
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京都市立太秦中学校（料理組合出前授業） 

 

・今日は出汁のことを教えていただきありがとうございました。出汁といっても、お湯で煮るよ

うにするだけと思っていましたが、「沸騰させてはいけない」など、しっかりとルールもあって、

とてもためになりました。 

 

・とてもおいしくて、3 回目は特に私の好きな感じの味でした。また、お吸い物の具によって濃

さや味を変えると知り、「和食というのは、細かいことにこだわっているからこそおいしいのだ

なあ」と思いました。貴重な体験をさせていただき本当にありがとうございました。今後、こ

れを活かせていければいいなと思っています。 

 

・来てくださった 4 つの料亭の皆様、どうもありがとうございました。今日の「出汁の飲み比べ

教室」はとても勉強になりました。最初の昆布出汁は、正直全然おいしくなかったです。本当

に、水に昆布の香りだけつけた感じで、2 回目のかつおを足した出汁は、昆布だけよりだいぶ

ましやったけど、やっぱりおいしくなかった。3 回目の吸い物はとってもおいしかったです。

また飲んでみたいと思いました。 

 

・わざわざ僕たちのために来てくださってありがとうございました。試飲の回数を重ねるごとに、

旨味が増してとてもおいしかったです。料亭の方々がおっしゃったことを、生活する上で料理

のときに活かしていきたいと思います。今日はありがとうございました。 

 

・今日は本当にありがとうございました。とても勉強になりました。上品すぎて家では作れませ

んが。日本の和のそういうお店に行くのが好きなので、今度行ったときはもっと味わおうと思

いました。 

 

・関西と関東の水では、出汁の出方にも違いがあることがわかりました。家では、出汁からかつ

おや昆布でとるということはあまりありません。なので、今日出汁の飲み比べをして、しっか

り出汁の味が分かりました。 

 

・私は和食が好きで、小さい頃からいろんな和食のお店に行きました。（菊乃井さんや吉兆さんな

ど）。今日の体験は、和食の好きな私にはとてもよかったです。次にどこかのお店に行ったとき

に、味を見分けられるようにしたいと思いました。どの味もとてもおいしかったです。 
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京都市立深草中学校（麺類組合出前授業） 

 

・そば打ちの実演を見て、そば粉に水をなじませバラバラだった粉を一つにし、そばを１mm以下

にまで伸ばし、細く切る姿に感激しました。なぜなら、作業の１つ１つが丁寧で、手際がすご

く良かったからです。私は、そば粉の中の空気を抜いたりするなんて知りませんでした。最初

におっしゃっていましたが、改めて「プロ中のプロ」だと思いました。そして講演もすごく心

に響きました。自由も少なく苦労されていても、英語が話せなくても、異国の女の子やサッカ

ー選手に認められるのはとてもすごいです。チャレンジ体験だけでなく、将来仕事についた時

にも、この講演のことを思い出したいです。このような方のお話を聞けてよい経験になりまし

た。 

 

・今日、そば職人さんがいらっしゃると聞いて、とても楽しみにしていました。そして、そば打

ちの実演、講演をしていただいて、初めて間近でそば打ちを拝見しました。そば粉を練ったも

のを伸ばして切る、というところは拝見したことがありますが、１から練るところは初めて拝

見しました。特にすごいなと思ったのは切るところです。数ミリの短さで、しかも等間隔で切

るのはすごく難しそうに見えました。また、早く綺麗に切れる人も数少ないと知り、大変な作

業だと思いました。講演では、そば打ちの世界に入って間もない頃の貴重なエピソードを聞く

ことができました。それに、そば打ちの仕事は辛く大変だと思いました。今日は本当にありが

とうございました。 

 

・そば打ちをされているところをあんなに間近で見られるのは、なかなかないことだと思うので、

とてもラッキーだったなと思いました。堀部さんがそばの生地をすべて均等な厚さにしていっ

たり、そばをとても早く、しかも細くて同じ太さに切っていったりされる姿を見て、すごくか

っこいいなと思いました。それを見たり、お話を聞いているなかで、ものすごい量を練習した

り、たくさんの経験があったからこそ、こんなに簡単そうにされるんだなと思いました。堀部

さんが自分の仕事にすごい誇りを持たれているのはすごくかっこいい事だと思い、私も将来や

りがいのある仕事につけたらいいなと思いました。 

 

・テレビなどで何度かそば打ちをしているところを見たことはあったけど、こんなに間近で見た

ことは初めてでした。そば打ちは思っていたよりも繊細な作業ばかりで、これを毎日ずっと立

ちっぱなしでやり続けるのはすごいと思いました。この講演を通じて学んだことは、いくらし

んどくて大変な仕事でも、感謝してくれる人や喜んでくれる人がたくさんいるということです。

私も今日学んだことを活かしてがんばりたいと思いました。 
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Ⅲ 平成２６年度後継者育成支援事業の総括 

 

 本年度の事業実施において、京都市教育委員会のご協力により５つの中学校から出前授業のお

申込をいただくことができました。また、出前授業を開催致しました各中学校の先生方には、大

変お忙しい中、本授業の打合せ、会場のご提供、マスコミのご対応など何かとご協力をいただき、

本年度も無事終えることができましたことを感謝申し上げます。 

 

 

１．出前授業について 

 

 生活衛生同業組合のご協力により、クリーニング、寿司、美容、料理、麺類の各組合を代表す

る職人を講師に招き、プロとしての卓越した技や技能を多くの中学生に披露いただきました。ま

た、職人になるまでの努力や苦労、仕事をしていく上での責任感や協調性の大切さ、そして何よ

りも働くことで得られる達成感や充実感を、講師自らの経験や体験を交え語っていただいたこと

で、多くの中学生に深く記憶として刻まれたように感じられました。 

 本出前授業は、中学校の生き方探求チャレンジ体験の事前学習という位置づけで実施され、本

授業後、中学生は各学校が用意した店舗で行われる職場体験を経験することで、より働くことの

大変さやすばらしさを肌で感じることになるかと思います。 

 

 

２．事業効果と今後の展開について 

 

 本事業は、生活衛生関係営業の魅力を伝え理解を深めることで、次の生活衛生関係営業を担う

後継者や人材を育成することを目的に実施しております。当初、受講対象者が中学生ということ

もあり、まだまだ現実的な成果はこれからだと考えておりましが、生徒によっては将来の職業を

真剣に考えているようにも見受けられました。 

大人からの目線では、中学生はまだまだ子どもの領域で捉えてしまいがちです。しかし、当の

中学生は個人差もかなりあるようですが、大人と同様の目線で仕事及び働くということをしっか

り認識し、一定の職業観を持っているようにも感じられ、頼もしく思われました。 

 また、今年度は本事業を広く周知し、生活衛生関係営業を広報する意味合いからも、マスコミ

等へのプレスリリースを積極的に行ってまいりました。その結果、テレビのニュース番組による

放送や新聞への記事掲載をいただき、一定の成果を収めることができたと認識しております。 

 次年度においては、従来からの課題でもありました京都市内にとどまらず、京都府全域まで事

業を拡大し、生活衛生関係営業の魅力を伝え、理解を深めていただけるよう、関係機関と連携し

取組んでいく所存でございます。 
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平成 26 年度後継者育成支援事業報告書 

 

平成 27 年 2 月 

公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 
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